
長井長義 

 

                   
生家跡のプレートと記念の石柱、生家のあった通りは「長井長義通り」と名づ

けられている（徳島市中常三島町 2 丁目、徳島大学理工学部東側）。 
 
長井長義博士胸像は日本薬学会により昭和 29 年に徳島公園に建設され

たが、昭和 48 年に徳島大学薬学部開設 50 周年を記念して、同学部内に

移転され、関連史料とともに展示されている。⇒徳島大学薬学部・薬科学

教育部インフォメーションプラザ https://www.tokushima-
u.ac.jp/ph/faculty/facilities/education_research/information_plaza.html 

 
長井長義資料委員会が関連書籍を出版している。企画展として、「第 5 回特

別展 徳島の偉人 長井長義展示会」（2013 年 4 月 22 日～8 月 30 日、於：徳島

大学ガレリア新蔵展示室）が開催された。⇒ https://www.tokushima-
u.ac.jp/docs/2013050200014/files/nagai.pdf。評伝映画「こころざし～舎密を愛し

た男」（徳島大学長井長義映像評伝実行委員会、2011 年）がある（本館・分館に

ＤＶＤ所蔵）。 
孫の貞義の寄付により、徳島大学に長井記念ホールが建設された。一方、長

男の亜歴山（アレキサンダー）は母テレーゼを偲んで、ドイツから取り寄せた石材

で鳴門大毛島土佐泊に洋館を建設した。現在は「花見山・心の手紙館」となって

いる。また縁あって眉山大滝山の八坂神社を所有し、多くの花木を植え「花見

山」とした。 
 

エフェドリンを発見、日本の薬学の基礎を作る。東京帝国大学教授、

衛生局東京試験所長、大日本製薬会社製薬長など歴任、産官学に

渡る活動を展開した。また薬剤師養成と医薬分業を主張した。独逸学

協会学校校長、日独協会理事長を務め、日本女子大学創設に尽力し

て女子教育にも力を入れた。ドイツからは独逸国赤十字第一等名誉

章を授与される。徳島高等工業学校設立に尽力して、現・徳島大学薬

学部の基礎を作り、製藍改良の実験により阿波藍の優秀性を証明す

るなど、地域にも貢献した。 
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関連文献一覧 
附属図書館所蔵一覧 ⇒附属図書館 OPAC  https://opac.lib.tokushima-u.ac.jp/opac/home/result?q=長井長義

&target=l&limedio_site_theme=limedio11&search=%E3%80%80検索%E3%80%80 
 
その他 
渋谷雅之『阿波の偉人伝 長井長義』（阿波銀行、2016 年）、とくしま出版文化賞⇒ 
ベルリン日独センター、日独協会『日独交流の架け橋を築いた人々』、2005 年⇒総合科学部依岡研究室 
ベルリン日独センター『日独いしずえの歴史―長井長義』、2000 年⇒依岡研究室 
 
（以下、国会図書館で、デジタル画像で閲覧可能）⇒プリントアウトのファイルは依岡研究室 
長井長義「自伝と手紙」『現代日本記録全集』第 9 、筑摩書房、1970 年：自伝はドイツ語からの訳か？『日本薬報』連

載の「自叙伝」とほぼ同じ。 
『日本薬報』第 4年（4）昭和 4 年 2月 20 日：「長井博士追悼号」 「独逸語にて遺されたる故長井老先生自叙伝」

（一）」（高野一夫訳） 年表と長井の写真多数（生家も）収録 
『日本薬報』第 4年（6）昭和 4 年 3月 20 日：「独逸語にて遺されたる故長井老先生自叙伝」（二）」（高野一夫訳）収録 
『カトリック』2（3）カトリック中央出版部：長井長義「私の告白」収録、1922－05：次号に続く 
『わたしたちの町渭北』第 1 集、1987 年 7 月：古地図、禄高。胸像、「長井長義伝」収録 
「長井長義氏講義録」、三木与吉郎編『阿波藍譜精藍事業篇』三木産業、1971 年：生家の写真あり。胸像写真あり。長

井精藍伝習所跡、南田宮町 2 丁目 7 
『独協学園七十五年史』1959 年：長井亜歴山「六代校長長井長義」収録 

 
 

 略歴（1845 年～1929 年） 
1845 年（弘化 2 年） 阿波国名東郡常三島村に藩の医官・琳章の長男として

生まれる 
1866 年（慶応 2 年） 藩命で長崎留学、精得館でマンスフェルトやボードイン 

から医学を、写真家・上野彦馬から化学と写真術を学ぶ。 
1869 年（明治 2 年） 大学東校入学、第 1 回欧州派遣学生に選ばれる。 
1871 年（明治 4 年） ベルリンに渡り、ベルリン大学のホフマン教授に師事す 

る。 
1881 年（明治 14 年）ベルリン大学で博士号を取得する。 
1884 年（明治 17 年）帰国、東京帝国大学教授に就任する。 
             理学部化学科・医学部薬化学専任になる。 
1885 年（明治 18 年）エフェドリンの抽出に成功する 
1887 年（明治 20 年）理学博士の学位受領。テレーゼと結婚する。 
1888 年（明治 21 年）日本薬学会会長に就任する。 
1899 年（明治 32 年）薬学博士の学位受領。 
1923 年（大正 12 年）徳島高等工業学校応用化学科製薬科学部設立に尽 

力。 
1929 年（昭和 4 年） 死去（85 歳）。 
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